
1

専⾨学校⽣への効果的な経済的⽀援の在り⽅に関する実証研究事業 25百万円令和5年度要求・要望額
）107百万円（前年度予算額

意欲と能⼒のある専⾨学校⽣が経済的理由により、修学を断念することがないよう、経済的⽀援及び修学⽀
援アドバイザーによる修学⽀援を⾏い、施策効果等に関するデータを継続的に収集し、分析・検証を⾏い、
その効果等について普及することにより専⾨学校の取組の更なる充実を図る。

趣旨・⽬的
【対 象】都道府県・調査研究機関

調査研究機関
【１箇所×13百万円】

都道府県

データに基づき、主に
以下の観点から施策効
果等を分析・検証

・修学⽀援アドバイザー
による⽀援
・専⾨学校への進学
・学校⽣活・学習環境
・職業⽣活への橋渡し

３.⽀援効果等に係る基礎データ収集
中途退学や就職内定率等のデータ収集 等
※ 全ての専⾨学校から基礎データを収集する。

私⽴専⾨学校

【経済的⽀援等の要件】
• 経済的に修学困難（コロナウイ
ルス感染症の影響等による家計
急変世帯）

• アンケート等への協⼒
• 職業⽬標達成に向けた講義等
の受講・成果報告

国
（⽂部科学省）

委 託

報告

１.専⾨学校⽣に対する修学⽀援
✪修学⽀援アドバイザーの配置
・財政的⽣活設計に対する助⾔
・学⽣⽣活相談
・就職相談(特に出⾝地や学校所在地における就職）
・経済的困難な⽣徒からの情報収集 等

連携
２.専⾨学校⽣に対する経済的⽀援

データ集約

委
託

協⼒者の
指定・⽀援

経済的に
修学困難な⽣徒
（協⼒者）

【⽀援対象の⽣徒が在籍
する専⾨学校の要件】

・ ⽣徒への学校独⾃の授業料等
減免の実施

・ 専⾨学校が実施する授業料等
負担軽減に関する情報の公開

・ 質保証・向上に関する取組
（学校評価） 等

事業概要


